
蹴着剤による漏出油地理巴ついて

1.実験自的

必輸j主ゐるl引，その使F湾問加仁ともなってホヒあ

るいは路上における線治事市立も増加の傾戸習にあるが.

性l::-fU'l洩し丈:もめは，その事後処埋が似維

なのみならずz 火災危険も業殺に大きい。これ Cj輸出

心込理主ぷにつし、ては放着Fillζよる奴着@]lじくあξいは

議剰にまろ乳t仕分散1;tぞいくつかのnil、が務えられる

か効果の点で民泌がもたれ'仏、る。モニーなな回滋i込理

cr)方法としてナガ屑， パー守イト ~J. -:"のl勝手毒剤iにi'!l:を

i以収さfきてこれ金団地球処理昔ゐ方法bこついt，テープ

ルテ久トぞおとないその効果を検討した。

2 使用吸着剤の穂類

オガ屑(つが〉およびこれに界薗橘位ci'tllその他を処
したも 0)3仇 セノレ仰ーズペウター，各せし質i})パー

ライト遺書主を使用した。

(1) フトガ暦

(2) オガ府〈オレイン酸ナトリウム20%添加〕

オガ約をオレイン敵アトリヅム;ふ浴液じじよ話題し勾気

章受長例代乾織させ九

{ヨ) λガ屑 iアルニヤルベンゼγλノレホン厳ナトジウ

ムf不可日)

オガh撃をアルキ;l-刊ンゼン久ノレホン酸ナ rリケム15

し???!?瓦乾烹伊にで~乏燥大寸た。

(4) オガ屑〈シリヨンオイル20~語添加〉

オガ泌，7)吸生防止のため涜i由主i芝公有する不純~di宝

物IfIとしてのグリコソオイル〈ンメチノレシロキサγポ

"マー 20%をぷ加し混潤させたω

(5) セノレローズパウダー

東洋紙豊臣幻滅粉ふ

(6) パーヲイト〈未処理7

真珠斗jを3己今手立度.分砕いて急ぷiこ加熱， 膨zムごせ

だもので組成L1"SiOz(7:i， 5%χAl抑バ153%)，的Fe2

03， CaO， K20， Naz心を去十含む縦貫℃云井金滅工

学KK事者品。

(7) パーライト(薬物処主主加工品)

* l'ニ耳究茎

1.:i: 

川 被時*

常712パ ヲイトヂ加3つJ てt'1!";j:性に仁油ので巷j]
大きくしたもの。

パライ) C焼却製心〉

づ旦I由を吸着したパーライトを焼却して滴噴きを鴻燐

さャアこも

3. 窓験線通お

(1) 経過時間毎の吸着震の測定

ア実験記過

物質が熱水者~t~の横手主を l爽!I'7.すろ 1 とけモ細管現

奇良+二よるためとの物織の状滋μより組当崎倒的な治

f立がある人考え九れるので予知テJヌトとしてオフザ罵

を1後利;r:t震j'{した場合の経過時間ごとのl汲議震を測定

したコ突ち~\:j:人つ選水炉ずl;7Jc， j:r託11それぞれヨ∞g

500α ビーカーにとり， これに試験体であるオヵ屑10

g合受演し，一}説得間級品後バ :iIM，"没収し'.その中
に含まれる絞I~ごめ劃を瀕定した。

イ 実験結采

結果[主吉野1.2， 3図に示すとおり吸線量減それぞれ

きわめて出!寺院主治和状漫にふとし，設む吸収以こく L、

海水でも 5分模開芝で一定となあこ止が明久かにてよ勺
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た。この簿梁より以後。寮般においては各践活剤〈オ

ガ府，パーライト等〉のl反響繕〈各H(禰〉へわ没i;'Jtま

灼分としておこ<;.うこととした。
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(2) 各種物質のi由吸着量のijlJ定

ア実験問過

)~験装置〈として上径15cmシ〉火型ロー!を{的司し中陪j

100メツザぷ受注綱を入こコック告とペ):7たもの

を使用した。これに吸着媒として水，灯油， A. B重

た叫銅製3筒収の参考とするためl葉樹慨をも穆繍し

--. 
J一。
イ実験ぷ

浪1]定の絡紫オガ}育じじ ι史者・量まに江主い割には

の吸お量tの少ないことが患ならかにtl"it:."， そこで永の
吸着を少なくする口自ぎで*釘IfJをァ静也 γオイノレに漫

漆処理してと使用した c 二ろノ;:の吸~..キt1!量比で:

末処理オカ清が4.1 コ乙のに対しと少なく

り，ー感糠水効果は認められるが[弓離主紛の吸rlカ右
灯油でもま霊.1対17. Al底油で;土1.9対L患とr;'f少稔く

なり，点検刺といっ初旬コ日的ににずら結果に

てしま守た。

一方界面活性剤の手Lft効.~、を利用 ι て持論処理を容はp

にする鈴併や嘗 オシイツ幣十トリウムテラ賢ひアノレチーん

ベンゼγ メノレフォンE計トヲウム(お)!こ没ii.'1

オガ屑骨骨燦湖したが恥判ともにfぬ繰りすガ屑じ比

較して機豊富量産油、少なくなり， その;改築が鎚められな

かったのニのことはヂ????????:!主出jの選?でたどTFf誌にけ吋
6 があると辺り:れる。

ミーライトによる強磁務総パーライト 1g [こ対Lて

水8.2g，油6.6gとつt;a:s響+こ比絞じて水， illlともにiI失
着置が大舎かった。

また頭上Jコ泌l汲;(l士的;こすふ il で耐水v

i山だけを手級うものすなわち慈IilItjt:二翻ユ;したノミーライ

ト，およびーたんi山合致務したパ一歩イ十を焼Jnして
再製しどもの:こついてれこなった。 人、ぷ果l土15#

に示すり未処理ゎ…ラバ!づこ.Ib;i. ともに

i汲 rif止機関懇伎で水Jì.~義務1:: 土殆んどなく良好な彰132

を得た。これら吸行持"1jまにたし、ずる激務J点の吸新'11:

量を沼:ぷ;ζ/去す。

また jIJ，~己するとよ〉とおり

る。

水の吸煮?

パーツイト〈未処理セ中ローズ〆、ヮダー〉オ

(未処理)>オ…レイン百語以a総点目オガ恥ノABS添加鍔f

ガ屑>シリコンオイノレ源秘書子ガ府〉バーライト疎氷処

理>パ…号イト焼却主思想。

治の吸

ミーライト(未処理7>パーライト巌軽水処理>パーラ
イト焼却処理〉セノレローズパウダー>オカ‘屑(栄勉

理)>オレイン酸Na オガ!育>つソコノオイ )L

力日;;rガ対 BS添加 iガ可。

次に吸着剤の水あるいはj自にたいする君事遊の状態

油'灯油と水の混合物をそれぞれヨ0∞Og投入しこれに は，シリコンオイルi凝J恭1藤喜窓鰭普zオ普3カ8
:グfJ屑育等σの)Il液及Jぷ必乙む'斉斉箭吋;']1ωOgを拾/人¥して静陵し， ωむジ冷T経過後 イ トはJそをれ〈ぞ川才礼1水函一上上にJ印♂〈が. fl他也の Lゲ山〉はすべ♂〈

沼コックを路放して吸部核を透きとれ，ぞい〉重量を 中に沈降ナる。〈特に勺 Jレ刊ース‘パタ…i土この仁/

線療して吸務脚乙吸収された液体の22を算出する。ま が強い〉灯油およびA. JI'&illlにたいしては各パーラ

( 60 ) 



第1表!吸え号制による各種以ぷ媒の吸穀量

工万き7ト刊誌aVS瀦Fs

;;;|耐-;!l2.4!1 2. 
トはそれぞえし油面上に浮〈が，その立与のものはすべ

て泊中に沈降する。また灯油と万二の2層の場合にはオ

レイソ襲警ナトリウム. ABS などグヲ界面活僚機け絞潰

Lこじ牢清およびセルローズパウダーは油開や滋過後

水底へ沈降するがz 京処理オタr;守およびシリコンオイ

汲活剤1;fあたりの吸器建設〉

ニコ|んライト|パーライト|パ…-'71'r 
イノレオバペウダーIC未処理)i(疎地理)j(焼却精製〉

1 1. 6 I 8.2 1 O. 1 I O. 1 

1.7I 3.8 I6思 l6ち 6.2

6 ¥ 4.2 I 61  6.6.0  

・5 ¥ 7_5 I 
U.GT寸工il2! の21-0.2
1. i 3.7 ¥竺上 6.2 6.0 

ル添加したオガ陪は.油を吸議事務は水と油の議芥i近に

停潜している。またすべでのペーライれまi#l吸着後も

仙極上に滞空襲する。

吸着剤σ〉浮液状況は徐立表に示す。

2表吸着剤の浮遊状態

妓孟~「って Jf二-&1111 I B二f可7.1<.石弓主
水i巳iぞγ凡F

オ ガ 府|々 川』 主必 r~ IIl* I~ 以均に停帝栴，水に山は
1捻tない

lは立

馬 子|向 上 l同 上 i向 上 i灯油悌晴人と!IllP'lr
オレイ γ酸 Nal 滞空調設号
一 材々明

| よ!向上!問 よ会BS跡ガi 上 1 尚 I'¥l 1:. IEJ 1: 

水船…いき手遊水! 問 J:: I 向 上 | 用 上 i幻「油層に投入と間待
シりコシ 7すイル IJ底へは樹海しな Ifこ沈降，灯油@ボの
(.s1J日オガ続 I ，、 境界面に停蒋み。

万くには沈ま弘い。

セルローズパウ 捻入と同時;ニ沈 l 同 上 I 上 l 同 I投入と問時に沈降
グ… 川洋

一戸夜向転常Jこま!幅広1~l認取したま|一沈町
ξーライト(腕 1;水没鉄板せず水!滝 上 l 同 1: I r;1] 上 i 同 ヒ
水処理面u:ド襟泣 i 

二日 r~;-I一向 上|向上!同工下向 τ寸河 上
却約製~ .，--I - l. . - - I 

4.考察

路上あるいは水部とのi由主:喰符物質に吸着させて回

収燃要望するという民的!こおし、一三此吸着斉雪解熱や吸聖子

後.宣が増大して水底に沈降Tるものは部以が不可

能!と号車らので治級後水面上は事事選している状態のも

のが必要!とみ心。この1]的からオレ.t{"fI!!縫Na.A

61 ) 

伐と‘の界面活性剤を浸難しf二オガ県立民法剤の効果に

よりかえゥて吸水性を上〈し，滑1吸必主義ぷ中へ沈降す

るため不総当といえる。



セルローズパウダーについても同様である o 一方未

処理Jコオガ厩がおよびシリコンオイルで疎水処理した

オカ、腐は油を蚊後その災弱に泌絞を生成するため水

を吸わなくなり a ノ主i綴山上:に浮i殺するとめ回収も容易

で，油吸着剤と仁一ご効幾が認められる。その使用量は

路上あるいは水橋上γ

るには灯油(兆数上的

(比蜜=0.9)

芯金に吸着処理す

っゲ屑380g.A重油

が必要である。

未処理のパーライトは水，油ともに吸着量は大きい

が，油の吸器調tJt灘灘比でパーライト 1にたいして6
以上を示しオ道騰が2対1.6~2.1であるのにたいして

約 3 倍の吸著書~協札 i由を吸着する効果は非常に大

きい。またE榊鍾科婦麗ふたパーライトは水との親和

由主はとんどな《滋雄畿均給前者と同程度で特にすぐ

れてはし ;ヨ収する場合には

( 62 ) 

水を吸わないため劫擦があると忠われる。しかし本語

止知多量の檎が浮遊してし、る場合，未処理のパーライ

日透過する際油を吸著して

るので水を吸わなくなっ

、 ι.~\われる。その{山口

、して灯油の場合， パーライト

パーライトは145gが必警察…

る。なおパーライトは多子L質の鉱物であるから叫ザニん

油を臨場したものをi焼却すればパーライトは伐賓とし

てのこり，これを再使用しても紛の奴自力は劣ろえて

おらず反復使用が可能である。また再使用のパーライ

トは完全に疎水性で水を吸着しなくなるが， これはパ

ーライトの麦酒に持問ボン被模を生成して疎水性にな

忍ものと思われ
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